
東日本大震災と防災・復興事業を経験した「ふるさとの海辺」。
発災から15年目の秋、多様な生きものと環境、多重の防災施設、
震災の痕跡、そして人々の暮らしの再興をたどります。

10月18日(土) 仙台市荒浜海岸（荒浜里海
ロッジに集合）

10月19日(日) わたり吉田浜海岸（吉田浜防
災公園に集合）

11月 9日(日) 名取市閖上海岸（名取市サイ
クルスポーツセンター前に集合）

・小学生は保護者同伴で、中学生は保護者
の許可を得て、お申し込み下さい

・砂浜・砂丘・湿地・潟湖・海岸林など、
全⾧2kmほどを散策

・小雨決行、荒天の場合は中止または延期

「自然×防災×暮らし」を見守り、育んでこられた住民・市民団体の方々に海辺をご案
内いただき、「キラッと輝いた発見」をスマートフォンで撮影。オンライン マッピング
でアーカイブして、みんなで分かち合います。

・複数の催しに申し込み可能
・代表者が「参加日、参加者全員の氏名と

年齢、代表者の電話番号」を、10月9日
（木）までに送信下さい

仙台湾岸 自然と文化の野外博物館 プロ
ジェクト（平吹喜彦・遠藤源一郎）

・申し込みから1～3日後に、地区ごとの
実施詳細を返信します


